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投げ 体力合計点

男子 13.09 19.11 32.11 35.08 39.31 9.47 116.82 19.08 46.13

大阪市 15.70 19.17 33.01 38.63 45.42 9.52 148.43 20.76 51.54

全国 15.96 19.46 33.88 40.89 47.94 9.46 150.93 21.06 53.02

女子 13.70 17.96 37.68 32.33 35.83 9.66 120.50 12.76 49.39

大阪市 15.40 18.33 37.58 36.86 35.15 9.83 139.41 12.67 52.58

全国 15.61 18.36 38.15 38.70 36.85 9.77 142.34 13.11 53.97

　

学校

昨年度に引き続き、ICTの活用に関わって児童用タブレットの遅延再生ソフトや録画機能
を活用した指導を行った。
今年度の本校における「児童の運動能力が向上するための取り組み」並びに「運動するこ
とが好きな児童を増やす取り組み」について、以下のことを行った。
1．ICT機器を使った指導方法の推進
　　児童用タブレットの遅延再生ソフトを使った授業について
　　た。
　　マット運動や跳び箱運動における、動きの手本動画の作成・共有を行った。
２．遊びのバリエーションについての提示
　　運動所の利用率を上げるために、多様な遊びの仕方をワークシートを通して共有を
　　行った。
３．全校が取り組む「運動週間」

男子も女子も体力合計点は全国平均と比べると明確に低く、特に立ち幅跳びでの差が大き
かった。質問項目の「運動やスポーツをすることは好きですか」では、男子は全国と比べ
肯定的な回答が3.9％も上回った。また大阪市と比べても3.8％上回った。しかし女子は全
国と比べ肯定的な意見が0.7%下回った。大阪市と比べると0.1％上回った。
総運動時間が60分未満の男子児童の割合は全国と比べると3.4％低く、大阪市と比べると
5.3％低かった。女子児童の割合も全国と比べると0.7％低く、大阪市と比べると3.4％低
かった。

巽東小 児童数 69

これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題

結果の概要
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